
 

 

推薦書付属資料の項目一覧 

 
奄美・琉球の世界自然遺産の推薦書において必要となる付属資料の項目及び、効果的な付属資料とな

るよう、準備・作成時に配慮すべき事項を整理した。 
 
付属資料 1：奄美・琉球（推薦地域）およびその周辺島における動植物種リスト 

 クライテリア（ⅹ）の価値の主張には種リストが不可欠と考えられ、奄美・琉球の島嶼群別、

島別リストの作成が必要と考えられる。 
 維管束植物 
 陸生哺乳類 
 鳥類 
 陸生爬虫類 
 両生類 
 淡水魚類 
 昆虫類 
 陸産貝類 
 淡水生甲殻類 

 
付属資料 2：スライド目録 

 著作権の同意が得られたものが必要である。 
 
付属資料 3：推薦地における保護措置に関する法律等（抜粋等） 

 奄美群島、沖縄島北部は国立公園等の保護担保措置を検討・調整中であり、推薦する区域と適用する

保護地域によっても関連する法律として提示する法律が変わる。 
 地図の作成等には最新の情報を用いる必要がある。 

 自然公園法 
 国有林野の管理経営に関する法律  
 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律 
 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 
 特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律 
 文化財保護法 

○以下、必要に応じて 
 自然再生推進法 
 エコツーリズム推進法 
 希少野生動植物保護条例（鹿児島県，奄美大島 5 市町村，徳之島 3 町） 
 飼い猫の適正な飼養・管理条例（奄美大島 5 市町村，徳之島 3 町，やんばる 3 村，竹富町） 

 
 

資料２－２ 



 

 

付属資料 4：推薦地の管理計画およびその他の計画（抜粋等） 

 世界遺産地域管理計画は、推薦に向けて作成する。 
 鹿児島県や沖縄県の関連計画（振興開発計画等）を英文で掲載する必要があると考えられる。 

 世界自然遺産候補地管理計画 
 国立公園 公園計画（奄美群島，やんばる，西表石垣の各公園：調整中） 
 地域管理経営計画（奄美大島，沖縄北部，宮古八重山の各森林計画区） 
 森林生態系保護地域保全管理計画（奄美群島，西表島の各森林生態系保護地域） 
 国指定鳥獣保護区指定計画書（特別保護地区含む。湯湾岳，安田，安波，西表の各鳥獣保護区） 
 国内希少野生動植物種の保護増殖事業計画及び 10 ヶ年実施計画（アマミノクロウサギ，イリオ

モテヤマネコ，オオトラツグミ，アマミヤマシギ，ノグチゲラ，ヤンバルクイナ，ヤンバルテ

ナガコガネ） 
 特定外来生物防除実施計画（マングース，オオヒキガエル，シロアゴガエル） 
 マングース 10 ヶ年防除実施計画（奄美大島，やんばる） 

○以下、必要に応じて 
 世界遺産地域 生態系保全アクションプラン 
 自然環境保全地域指定書および保全計画書（崎山湾） 
 奄美群島振興開発特別措置法および奄美群島振興開発計画 
 沖縄振興特別措置法および沖縄 21 世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画） 
 鹿児島県生物多様性地域戦略（策定中） 
 生物多様性おきなわ戦略 
 奄美群島自然共生プラン 
 鹿児島県観光振興基本方針 
 沖縄県観光振興基本計画 
 仲間川地区保全利用協定など 

 

添付資料：スライド，DVD，公式地形図 

 写真は現地に環境省自然保護官事務所がそれぞれ配置されたこと、奄美・琉球を対象としたプロの写

真家も多いことから比較的入手しやすいと考えられる。 
 説明用の英語の動画はあった方がよく、遺産登録後（または推薦中から）野生生物保護センター等で

の上映も考慮し、奄美・琉球の価値を説明する DVD を和英二カ国語で作成する必要がある。特に、

OUV 島嶼の形成と生物の隔離・種分化の説明は、動画があるとわかりやすいと思われる。 


